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第５回 北広島市地域公共交通活性化協議会 会議録 

日  時 平成 30 年 6 月 11 日（月）10：30～11：30 

場  所 北広島市役所 5 階 委員会室 

出席委員 

川村 裕樹委員・岡村 彰律委員・小田 広明委員・笠松 周悟委員・ 

金川 弘司委員・鎌田 将行委員・栢場 誠委員・川島 光行委員・ 

小池 隆史委員・駒形 智委員・鈴木 聡士委員・髙田 誠委員・ 

高屋 健一郎委員・瀧田 修委員・土屋 正紀委員・冨田 辰夫委員・ 

中野 雅博委員・成田 伸理委員・橋本 信行委員・長谷川 雅子委員・ 

原口 ゆみ子委員・増田 厚志委員・本橋 健治委員・吉川 芳弘委員 

欠席委員 中山 俊彰委員 

事 務 局 橋本企画課長・塚田主査・村上主事 

傍 聴 者 ２名 

会議次第 

１ 開 会 

 

２ 報告事項 

◆地域公共交通網形成計画策定に向けた市民参加手続きの実施結果につい

て（資料１） 

   

３ 議 事  

（1） 北広島市地域公共交通網形成計画（案）について 

（資料２－１、２－２） 

 

（2）次回協議会の日程 

 

４ その他 

 

５ 閉 会 
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会議録                                                         

１  開会 

委員 25 名中 24 名が参加。委員の半数が出席していることにより、会議が成立してい

ることを報告。 

 

２  報告事項 

◆公共交通網形成計画策定に向けた市民参加手続きの実施結果について 

＜事務局より資料１に沿って説明＞ 

【Ａ委員】 

・各地の開催時間と参加者の男女比について確認したい。 

 

【事務局】 

・開催時間についてはすべての会場で 18 時から開催している。 

・参加者の男女比は取っていないが、概ね 3割程度が女性と認識している。 

 

【Ａ委員】 

・団地地区では女性の参加者は 1割程度であった。 

・市民説明会の開催について、バスの利用者は女性の割合が高いため、女性が説明会に参

加しづらい夕方の時間帯は芳しくない。団地地区の市民説明会の参加者は、自家用車利

用の男性が多かったことから、市民説明会の開催時間帯は、買い物のついでに説明会に

行けるような時間帯、場所を選んでいただきたい。 

 

【事務局】 

・市民説明会を開催する際、18 時台を設定することが多い。バスの利用者層を把握して、

説明会の場所、時間帯については今後工夫していきたい。 

 

【Ｂ委員】 

・すべての市民説明会に参加したが、他の会場でも女性の参加者は 1割程度だったと思う。 

・資料１には実施結果について、肝心な部分が抜けていると感じた。 

・西の里地区では中学校通を通ってくるバスがないという意見や中学校通の両サイドに歩

道が設けられたため、大型バスのすれ違いが困難になり、バスを走らしてほしい要望があ

った場合でもバスの交差が困難で運行することができない意見があった。 

・西部地区では大曲から新札幌方面に行きバスの接続を調整してほしいという意見もあっ

た。 

・東部地区の新富町については、バスの交差する道幅が狭く、バスを通すことができない道

路状況であり、市の道路部門と協議が必要になってくる。このようなことも踏まえて計画
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をしてほしいという声があった。 

・また、過去に小型バスを運行してほしいと市民が申し入れをしたが、検討結果が何も発表

されていない。 

 

【Ｃ委員】 

・パブリックコメントの提出件数は 0 件と報告があったが、私のところに提出予定と言っ

てきた方もいた。 

 

【会長】 

・その方は、市側との意見交換という取り扱いになったのでパブリックコメントは 0 件と

なっているが、その方の意見は資料１に記載している。 

 

【副会長】 

・パブリックコメントが 0 件というのは、恐らく市民説明会を丁寧にやっていただいたの

で、出てこなかったと感じる。 

・しかし、先ほど意見が出たように、説明会に出席した方と利用している方の意見に違いが

あるので、丁寧に声を拾っていく必要はある。 

・また、働いている方の立場からすると昼間の説明会だと出席が難しく、主婦の方だと夕方

が難しいと感じるので、バスの利用者層を把握して、今後、説明会の回数や時間帯を検討

していけば、市民の方々の意見を吸い上げることができ、反映することができるのではな

いかと思う。 

 

 

３  議事 

（１）北広島市地域公共交通網形成計画（案）について 

      ＜事務局より資料２－１、２－２に沿って説明＞ 

 

【Ｃ委員】 

・北広島市は、人口減少、高い高齢化率、自家用車の保有率、5地区に分断しているなど

の特殊性を考えると、この計画の施策だけでいいのかという疑問がある。もっと抜本的

な改革が必要ではないかと感じる。例えば、バス事業者に頼らないで、独自の地域交通

を検討しても良いのではないかと感じる。他自治体では、コミュニティバスやデマンド

交通など様々な取り組みがあるが、失敗例と成功例があるのは事実である。また、ヨー

ロッパやアメリカでも、自家用車を使わないで地域のコミュニティバスを利用促進す

る運動が起きていることから、抜本的な変革をしないと満足できるような結果がでな

いのではないかと感じた。 
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【Ａ委員】 

・この計画は、短期、中期、長期という考え方でいくと、中期だと感じる。長期的にみる

と核心的な変革をやる必要があると感じるが、中期的な 5 年間で実施することについ

ては、本計画案はある程度まとまってきた内容だと感じる。 

・市民説明会で出た意見は今回の計画の内容で対応できるものなのか、それとも対応でき

ない部分もあるか確認したい。 

 

【事務局】 

・説明会で様々な意見をいただいたが、基本的には、本計画案の各施策の中で検討できる

と考えている。 

 

【Ｂ委員】 

・路線バスの運営を抜本的に考えなければいけないという意見が出たが、この部分につい

ては市民説明会でも意見があった。この部分を、市としてはどのように検討しているの

か説明が必要ではないか。なぜ、恵庭市や千歳市のようにバス事業者に委託して市で運

行できないのかという部分を説明しないと、近隣自治体ではできて、当市ではできなの

かという疑問が生まれる。回答や検討経過を説明しないと納得できない部分がある。 

 

【会長】 

・まず、この公共交通網の形成計画の策定にあたっては、委員の皆様を含めてさまざま専

門部会でご意見をいただき、皆さんの考え方が盛り込まれた中期的な計画の形ができ

た。 

・また、市民からの意見に対して、行政側の情報発信の不足もあるかと思うが、個人の意

見を地域全体の意見として捉えるかどうかは、慎重な判断が必要と感じる。決して意見

を潰しているわけではなく、そのような意見をどのような形で生かしていけるかは、今

後の継続課題である。 

 

【Ｄ委員】 

・形成計画は、あくまで自治体が主体となっていて、それに合わせて事業者、市民で協議

を行っていく計画なので、事業者としてお手伝いをするのが義務だと感じる。しかし、

事業者がやらなければならない、もしくは他のカテゴリーの交通が可能でありそれが

合理的だと考えられる場合でも必ずやらせてくださいと言っているつもりはないので、

誤解のないようにお願いしたい。あくまでも北広島市の交通を守るために合理的で、ま

たご協力できる範囲のことを行う意味合いがあるので、そのことについて改めて共通

の認識をしていただきたいと感じる。 
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【会長】 

・それでは、本日皆様にお諮りした地域公共交通網形成計画（案）について、本協議会で

はこの内容を了承するという形で、本日の会議で整理させていただくがよろしいか。 

 

【委員】 

＜質問、意見等なし＞ 

 

【会長】 

・それでは、本内容を決定する。 

 

（２）次回協議会の日程 

・次回の会議については、今後進めていく施策の進行状況に応じて開催していく。現在、

次の協議会は秋ごろの開催を予定しているので時期が近づいたら案内する。 

 

 

４  その他 

【事務局】 

・基本方針の一つである「北広島団地地区内における生活交通を支援する新たな運行形態

の構築」について、現在、事業者と調整・協議をしている。今後の団地線の方向性が出

てきた際には、専門部会で諮りながら検討を進めていく。 

 

【Ａ委員】 

・計画案の承認をいただいたことは喜ばしいが、具体的な中身の検討はこれからである。

具体案がでてきたら、早い段階で市民説明等を行い、具体案については、数案出してそ

の中から選択していく方向にしてほしい。 

 

【事務局】 

・専門部会、市民説明を経て、今後のあり方を検討していきたい。 

 

【Ｃ委員】 

・今後、コミュニティバス等の意見も出ていたので、この計画の中で検討していければと

思っている。 

 

【Ｄ委員】 

・現在の公共交通の問題だけに捉われるのではなく、5年、10年先を見据えて計画を進めて

いくことが重要である。 
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【Ｅ委員】 

・今後、ボールパークと地域公共交通というテーマが出てくると思うが、その際は、本協

議会、専門部会で話し合いがもたれる位置づけにあるのか。 

 

【会長】 

・現在、交通アクセスの整備と人の流れについて状況確認している段階である。ボールパ

ークが完成すればすべてが解決するわけではなく、良い部分と市民の生活に影響がで

る部分もあるかと思う。その部分がどの分野に該当するかをしっかりと整理したうえ

で、情報は皆様に提供していく。 

 

【Ｆ委員】 

・次回の協議会の時に施策について具体的なものが出ると思うが、道路整備についての話

も出てくるのか。 

 

【事務局】 

・施策の検討レベルによっては考えていく必要がある。 

 

【副会長】 

・10 年先の話をしていくのはなかなか難しいが、中期的な 5 年間で何をやっていくのか

をしっかりと検討していくのが大前提であり、立地適正化計画と交通計画の整合性が

とれるように両輪で取り組んでいく必要がある。北広島団地地区は重要な地区である

からここを核として取り組んでいく。 

・ボールパークをどのようにプラスにしていくかを検討することで公共交通に寄与でき

る部分もあるかもしれないので、今後意識していく必要もある。 

・10 年先には自動運転バスの運行も予想されるので、バス事業者の抱えている運転手不

足の問題にも解決していけるかもしれない。 

・北広島市はチャレンジするまちだと感じている。5年先、10年先何ができるか整理しな

がら、みなさんで取り組んでいきたいと思う。 

 

 

5  閉会 

 

 

 


